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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 
    県内肥育農家からは、⾵評による枝⾁価格の差がある中で、⾁質向上による取引価格の回復（＝

ブランド回復）とコスト削減が求められている。 
⽜⽣体の超⾳波画像と、と畜後の枝⾁を枝⾁画像撮影装置により撮影した画像のデータを⼈⼯

知能（以下「AI」という。）に学習させ、成育途中の肥育⽜の超⾳波画像から将来の枝⾁横断⾯
を推定できる技術を、全国に先駆け開発した（図１）。                           

（１）  令和元年 5 ⽉ 8 ⽇から令和 3 年 1 ⽉ 8 ⽇までに、超⾳波画像を取得した頭数は延べ 2,134
頭であった（表１）。 

（２）  枝⾁画像を取得した頭数は 2,004 頭であった（表１）。 
（３）  超⾳波画像と枝⾁画像の両データを AI に学習させた実頭数は 969 頭であった（表１）。 

 
２ 期待される効果 

（１） 飼料費などの肥育コストの削減 
（２） 畜舎回転率の向上による出荷頭数の増加 
（３） 枝⾁単価及び上物率向上 
（４） 「福島⽜」のブランド⼒向上・⽣産基盤の強化 

 
３ 適⽤範囲 

（１）県内肥育農家 
 
４ 普及上の留意点 

（１）  AI で解析できる超⾳波画像を取得するため、農林事務所・普及所および家畜保健衛⽣所
職員を対象とした定期的な研修会を開催し、操作技術の平準化に努め、解析を進める必要が
ある。 

 
 
 



 
Ⅱ 具体的データ等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ AI による超⾳波画像からの枝⾁横断⾯推定のイメージ 
 
表１ 超⾳波画像取得頭数及び枝⾁画像取得頭数（※） 

  超⾳波画像 枝⾁画像（超⾳波画像あり） 

頭数 2,134 2,004（969） 

※取得期間：令和元年 5 ⽉ 8 ⽇〜令和３年 1 ⽉８⽇ 

 
Ⅲ その他 
１ 執筆者 

  齋藤⼤⼠ 
２ 成果を得た課題名 

（１）研究期間  令和元年度〜２年度 
（２）研究課題名 ICT 活⽤による和⽜肥育管理技術の開発 

（福島イノベーションコースト構想に基づく先端農林業ロボット研究開発事業） 
３ 主な参考⽂献・資料 

   なし 

超音波画像 人工知能解析 

データ学習 

枝肉画像 

超音波画像取得 類似枝肉画像出力 過去に取得した 

枝肉画像のデータベース 

クラウドへアップロード 

AI による肉質推定 

クラウドに学習済み AI を搭載 


